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〇大気中に浮遊している2.5μm（1μmは1mmの千分の1）以下の小さな粒子
従来から環境基準を定めて対策を進めてきた浮遊粒子状物質（SPM：10μm
以下の粒子）よりも小さな粒子

微小粒子状物質
（PM2.5 : Particulate Matter 2.5）とは

2

髪の毛、花粉、PM2.5の大きさの比較

出典：名古屋市HP
http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/taiki/info/PM25.html

棒の長さが5 µm

黄砂

PM2.5

電子顕微鏡写真より

健康影響と環境基準

粗大粒子

微小粒子

小さい粒子は肺胞にまで到達する

PM2.5は健康へのリスクが大きい

〇PM2.5の環境基準 (2009.9.9告示) 
１年平均値が15 μg/m3以下であり、かつ、１日平均値が35 μg/m3以下であること

二酸化硫黄、二酸化窒素、光化学オキシダントなどとともに大気中濃度を監視

名古屋市内における大気汚染物質の推移
（全市年平均値）

15 μg/m3

平成30年度大気汚染常時監視結果(資料編)より
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0.
15

夏
の

観
測

結
果

（
20

16
年

の
日

平
均

最
高

値
）
と

の
比

較

人
為

起
源

V
O

C
（
塗

装
、

溶
剤

、
自

動
車

等
）
の

二
次

生
成

針
葉

樹
（
ス

ギ
等

）
由

来
V

O
C

の
二

次
生

成

広
葉

樹
（
ブ

ナ
等

）
由

来
V

O
C

の
二

次
生

成

人
為

起
源

と
針

葉
樹

由
来

V
O

C
の

二
次

生
成

ト
レ

ー
サ

ー
成

分
は

、
20

16
年

の
夏

の
最

高
値

と
比

較
し

て
も

高
濃

度
で

あ
っ

た
。

人
為

起
源

と
針

葉
樹

由
来

V
O

C
の

二
次

生
成

が
非

常
に

活
発

○
本

研
究

の
結

果
を

日
平

均
値

に
し

て
比

較
し

た

ま
と

め
〇

20
19

年
5月

26
、

27
日

は
光

化
学

ス
モ

ッ
グ

注
意

報
（名

古
屋

で
は

7年
ぶ

り
）
が

発
令

さ
れ

、
P

M
2.

5一
日

平
均

の
環

境
基

準
値

を
超

過
し

た
。

〇
こ

の
期

間
、

有
機

炭
素

と
P

M
2.

5の
変

動
は

一
致

し
て

お
り

、
日

中
に

高
濃

度
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
大

気
中

二
次

生
成

の
影

響
が

考
え

ら
れ

た
。

〇
人

為
起

源
V

O
C

（
塗

装
、

溶
剤

、
自

動
車

等
）
お

よ
び

針
葉

樹
起

源
V

O
C

（
ス

ギ
等

）
の

二
次

生
成

の
有

機
ト

レ
ー

サ
ー

が
P

M
2.

5や
有

機
炭

素
の

変
動

と
一

致
し

、
日

中
に

高
濃

度
を

示
し

た
。

○
人

為
起

源
や

針
葉

樹
起

源
V

O
C

の
二

次
粒

子
が

、
P

M
2.

5や
有

機
炭

素
の

高
濃

度
化

に
寄

与
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
人

為
起

源
V

O
C

（
塗

装
、

溶
剤

、
自

動
車

等
）

・
針

葉
樹

（
ス

ギ
等

）起
源

V
O

C

光
化

学
オ

キ
シ

ダ
ン

ト

PM
2.

5 や
有

機
炭

素
の

高
濃

度
化

謝
辞

•
本

研
究

は
国

立
環

境
研

究
所

と
地

方
環

境
研

究
所

に
よ

る
Ⅱ

型
共

同
研

究
（
光

化
学

オ
キ

シ
ダ

ン
ト

お
よ

び
PM

2.
5汚

染
の

地
域

的
・気

象
的

要
因

の
解

明
）
に

よ
り

実
施

し
た

。


